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育
・
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涯
学
習
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研
究
事
業
①

『
安
政
５
年��

輪
島
の
米
騒
動
』
～
県
民
大
学
校
能
登
校
「
古
文
書
解
読
講
座
」
よ
り
～

輪
島
市　
　
左�

古�　
隆

は
じ
め
に

　

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）、
加
賀
藩

の
広
い
範
囲
で
米
騒
動
が
発
生
し
ま
し

た
。
始
ま
り
は
金
沢
で
の
騒
動
で
し
た

が
、
や
が
て
加
賀
・
越
中
・
能
登
の
各

地
で
も
発
生
し
ま
す
。
原
因
は
、
米
価

の
高
騰
で
す
。
そ
の
な
か
で
最
後
に
発

生
し
た
の
が
輪
島
で
し
た
。

　

平
成
26
年
度
と
平
成
29
年
度
の
能
登

校
「
古
文
書
解
読
講
座
」
で
、
こ
の
輪

島
米
騒
動
に
関
係
す
る
史
料
を
使
用
し
、

藩
の
動
き
と
地
方
の
受
け
止
め
、
騒
動

の
実
態
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

一　
金
沢
卯
辰
山
の
騒
動

　

安
政
５
年
７
月
11
日
夜
、
卯
辰
山
に

集
ま
っ
た
約
２
０
０
０
人
の
人
々
が
金

沢
城
に
向
か
っ
て
「
ひ
だ
る
い
」
と
泣

き
叫
び
ま
し
た
。
城
の
泊
り
番
は
「
其

声
近
く
聞
え
」
と
記
し
、
丁
度
、
藩
主

斉
泰
が
お
城
に
居
た
時
で
し
た
か
ら
斉

泰
に
も
聞
こ
え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
城
近
く
で
打
ち
こ
わ
し
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
翌
12
日
の
夜
も
人

数
は
約
４
０
０
～
５
０
０
人
と
減
り
ま

し
た
が
、
同
じ
よ
う
に
叫
び
ま
し
た
。

　

米
価
高
騰
の
原
因
は
、
安
政
期
の
藩

に
よ
る
高
米
価
政
策
と
米
商
人
の
買
い

占
め
に
加
え
、
同
５
年
２
月
の
大
地
震

で
加
賀
、
越
中
が
大
き
な
被
害
を
受

け
た
こ
と
や
５
月
～
６
月
に
続
い
た
長

雨
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
長
山
直
治
『
加
賀
藩
を
考
え
る
』
桂
書

房
２
０
１
３
）
米
価
は
、
平
年
な
ら
１

升
60
～
70
文
で
す
が
、
安
政
５
年
初
め

に
は
１
０
０
文
を
超
え
、
７
月
７
日
・

８
日
頃
に
町
民
が
組
合
頭
に
救
援
を
要

請
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
取
り
上
げ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
11
日

に
は
１
３
０
文
と
な
っ
た
た
め
に
窮
民

た
ち
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。
こ
の

騒
動
の
翌
13
日
に
１
０
０
文
に
値
下
げ

と
な
り
、そ
の
後
73
文
と
下
が
り
ま
し
た
。

　

金
沢
で
は
、
こ
れ
で
収
ま
っ
た
よ
う

で
す
が
、
７
月
15
日
～
16
日
に
は
鶴
来

で
数
百
人
が
米
屋
や
富
商
を
打
ち
こ
わ

し
、
高
岡
で
も
８
０
０
人
余
が
50
軒
近

く
を
打
ち
こ
わ
し
ま
し
た
。
25
日
に
は

井
波
で
も
発
生
し
、
そ
の
他
氷
見
・
今

石
動
・
放
生
津
・
福
光
・
戸
田
・
中
田
・

子
浦
・
所
口
・
宇
出
津
・
飯
田
な
ど
で

も
騒
擾
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
加
越

能
三
州
全
体
で
す
。
当
時
の
武
士
は「
御

国
初
以
来
弐
百
五
拾
年
之
間
未
曾
有
之

変
事
」
と
ま
で
記
し
て
い
ま
す
。（
若

林
喜
三
郎
『
加
賀
藩
農
政
史
の
研
究

（
下
）』
吉
川
弘
文
館
１
９
７
２
）

二　
藩
の
通
達
と
地
方
の
対
応

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
藩
で
は

地
方
に
対
し
て
も
金
沢
に
準
じ
た
値
下

げ
の
指
示
を
出
し
ま
す
。
米
価
高
騰
期

の
こ
の
時
期
は
、
米
１
升
１
０
０
文
以

下
が
当
面
の
基
準
に
な
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。「
筒
井
小
紙
留
」（
氷
見
市
立
博

物
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
書
状

が
確
認
で
き
ま
す
。

　

①　

能
登
十
村
連
名
請
書
（
７
月
13

日
以
降
の
も
の
）

　

能
登
地
方
で
は
算
用
場
奉
行
（
藩
の

経
理
担
当
、
農
村
支
配
の
最
上
層
）
か

ら
の
通
達
が
郡
奉
行
（
農
村
一
般
行
政

担
当
）
経
由
で
十
村
（
他
藩
の
大
庄
屋

に
当
た
る
有
力
農
民
）
に
届
い
て
い
ま

す
。
口
能
登
と
奥
能
登
の
９
名
の
十
村

が
連
名
で
郡
奉
行
に
提
出
し
た
請
書
に

は
「
米
相
場
高
直
で
世
上
騒
々
敷
折
柄
」

と
い
う
一
連
の
騒
動
の
様
子
が
記
さ

れ
、「
金
沢
町
の
米
商
人
が
白
米
１
升

を
１
０
０
文
で
売
る
こ
と
に
し
た
か
ら

郡
方
も
そ
れ
に
準
じ
て
値
下
げ
し
て
売

る
よ
う
に
と
の
御
奉
行
か
ら
の
指
示
は

承
知
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
地
域
に
よ

り
上
下
が
あ
る
こ
と
や
値
下
げ
す
る
こ

と
で
の
損
害
額
に
つ
い
て
も
詮
議
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
り
ま
す
。

　

②　

十
村　

得
能
覚
兵
衛
書
状
（
７

月
18
日
）

　

18
日
付
の
奥
能
登
担
当
の
十
村
得
能

覚
兵
衛
か
ら
同
じ
く
奥
能
登
担
当
の
筒

井
源
之
丞
に
宛
て
た
書
状
が
あ
り
ま
す
。

覚
兵
衛
は
「
金
沢
は
１
０
０
文
売
り
と

な
っ
た
が
、
必
ず
１
０
０
文
以
下
で
売

れ
と
い
う
の
で
は
な
く
買
い
入
れ
値
段

に
応
じ
て
値
下
げ
せ
よ
と
の
こ
と
だ
」

と
解
釈
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
担
当

す
る
「
奥
郡
之
模
様
忝
と
相
分
り
不
申
」

と
か
「
諸
方
ハ
や
か
ま
し
く
候
得
共
奥

郡
ハ
格
別
米
支
ニ
も
有
之
間
敷
候
間
」

と
や
や
楽
観
的
な
様
子
で
、
こ
の
後
の

輪
島
の
打
ち
こ
わ
し
を
予
測
で
き
て
い

古文書解読講座
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ま
せ
ん
。
鶴
来
・
高
岡
で
の
騒
動
を
知
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま

す
が
。

　

③　

郡
奉
行
達
書 

（
７
月
26
日
『
輪

島
市
史
第
１
巻
』
所
収
）

　

さ
ら
に
、
26
日
付
の
書
状
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
算
用
場
奉
行
の
指
示
を

受
け
た
郡
奉
行
か
ら
別
の
郡
奉
行
へ
宛

て
た
も
の
で
、
貧
民
騒
擾
に
つ
い
て
の

取
締
り
を
命
じ
た
も
の
で
す
。
米
価
高

騰
の
た
め
「
加
州
・
越
中
所
々
致
乱
妨

候
躰
有
之
」
の
で
、
油
断
せ
ず
「
少
し

も
騒
立
不
申
様
取
締
可
致
」
十
村
た
ち

に
心
得
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
内
容
で
す
。

こ
の
通
達
を
受
け
た
郡
奉
行
は
鳳
至
郡

の
十
村
に
対
し
て
「
取
締
方
無
油
断
心

を
尽
し
世
話
可
致
」
と
指
示
を
出
し
ま

し
た
。
か
な
り
切
迫
し
た
様
子
も
伝
わ

り
ま
す
が
、
こ
の
十
村
へ
の
指
示
文
は

８
月
４
日
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。
７
月

26
日
か
ら
は
少
し
日
が
経
っ
て
い
ま
す
。

輪
島
で
は
、
す
で
に
８
月
２
日
に
騒
動

が
発
生
し
て
お
り
、
指
示
の
伝
達
が
遅

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
宛
名
に
輪
島
の
属
す
る
十
村

組
（
河
原
田
組
）
が
欠
け
て
い
る
の
で
、

騒
動
発
生
を
知
っ
た
直
後
に
出
さ
れ
た

も
の
と
も
推
測
で
き
ま
す
。

三　
輪
島
の
騒
動

　

輪
島
地
区
の
米
価
は
、
安
政
３
年
７

月
は
１
升
65
文
で
し
た
が
、
同
５
年
２

月
に
は
90
文
を
超
え
、
７
月
上
旬
に

１
０
０
文
、
下
旬
に
は
１
１
３
文
と
上

昇
し
て
い
ま
す
。（
米
価
グ
ラ
フ
『
能
登

輪
島
住
吉
神
社
文
書
目
録
』
解
題　

輪

島
市
教
育
委
員
会
１
９
９
２
）
そ
し

て
、
８
月
２
日
の
夜
、
輪
島
川
東
岸
の

河
井
町
で
打
ち
こ
わ
し
が
発
生
し
ま
し

た
。
打
ち
こ
わ
さ
れ
た
の
は
米
屋
や
肝

煎
、
組
合
頭
ら
町
役
人
な
ど
７
～
８
軒

で
す
。
そ
の
様
子
は
、
大
勢
で
「
屋
根

を
捲
り
家
屋
を
破
壊
し
て
衣
類
金
穀
を

撒
き
散
ら
し
」
と
あ
り
ま
す
。（『
輪
島
町

史
』
１
９
８
４
復
刻
版　

新
興
出
版
社
）

一
方
、
被
害
に
遭
っ
た
家
に
つ
い
て
「
門

口
の
み
を
つ
ぶ
し
、
諸
道
具
な
ど
は
少

し
も
痛
め
な
か
っ
た
」と
記
す
史
料（「
住

吉
神
社
文
書
」）
も
あ
り
ま
す
。

　

当
時
、
輪
島
に
は
武
士
が
常
駐
し

て
い
ま
し
た
。
海
岸
防
備
の
た
め
に

派
遣
さ
れ
た
も
の
で
、
嘉
永
７
年

（
１
８
５
４
）
か
ら
「
輪
島
在
住
」
を

長
に
御
馬
廻
・
与
力
・
同
心
と
足
軽
が

住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
武
士
た
ち
が

出
動
し
て
騒
動
を
鎮
圧
し
、
首
謀
者
を

検
挙
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
８
月
７
日
付
で
郡
奉
行
か

ら
十
村
へ
白
米
を
１
０
０
文
以
上
に
売

ら
な
い
よ
う
に
と
指
示
が
出
さ
れ
、
８

月
10
日
か
ら
は
輪
島
川
西
岸
の
鳳
至
町

で
５
人
の
富
商
た
ち
に
よ
る
安
価
米

（
１
升
８
５
文
）
が
提
供
さ
れ
「
住
吉

神
社
文
書
」）、
１
４
０
人
の
貧
民
が
購

入
し
て
い
ま
す
。

　

富
商
者
は
、
い
ず
れ
も
質
屋
を
営
み
、

蔵
宿
・
酒
造
・
船
主
・
米
屋
な
ど
を
兼

ね
て
い
ま
し
た
。

四　
騒
動
後
の
様
子

　

江
戸
時
代
、
打
ち
こ
わ
し
は
ご
法
度

で
、
見
せ
し
め
の
た
め
の
厳
し
い
処

罰
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
安
政
の
米

騒
動
で
は
多
く
の
処
罰
者
が
出
て
い
ま

す
。
輪
島
で
は
、
首
謀
者
が
検
挙
さ
れ
、

金
沢
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
38

歳
・
28
歳
・
22
歳
の
３
名
は
、
翌
安
政

６
年
９
月
に
公
事
場
に
お
い
て
刎
首
さ

れ
、
首
は
金
沢
か
ら
輪
島
ま
で
運
ば
れ
、

輪
島
で
梟
首
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
首
送
り
の
通
達
が
出
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
足
軽
な
ど
が
付
き
添
っ

て
厳
重
に
管
理
し
、
津
幡
昼
休
、
高
松

泊
、
一
宮
昼
休
、
川
尻
泊
、
富
来
昼
休
、

剱
地
泊
、
門
前
昼
休
、
長
井
泊
、
輪
島

昼
休
の
４
泊
５
日
で
輪
島
に
到
着
す
る

日
程
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
沢
の
騒

動
で
も
５
人
が
処
刑
、
鶴
来
も
５
人
が

磔
刑
、
井
波
は
１
人
磔
刑
、
村
役
人
21

人
が
投
獄
さ
れ
ま
し
た
。（
前
掲
若
林
書
）

後
世
の
人
々
は
、
犠
牲
者
の
お
陰
で
米

価
が
下
落
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、
金
沢

で
は
観
音
町
の
寿
経
寺
に
牢
死
し
た
と

考
え
ら
れ
る
２
人
を
加
え
た
七
稲
地
蔵
、

輪
島
で
は
一
本
松
公
園
下
の
河
井
町
墓

地
の
中
に
３
体
の
地
蔵
を
安
置
し
ま
し

た
。

輪島の米価

能登輪島住吉神社文書

同住吉神社文書

三体の地蔵
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